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園児たちがイチゴ狩りに挑戦
町内の幼稚園、保育所の園児たちは６月３、４日の両日、

（有）花雅のスーパーハウス内でイチゴ狩りを楽しみました。

園児たちは、赤く色づいたイチゴをもぎ取っては口に運び

「おいしい」「甘い」と笑顔を見せました。（関連６ページ）

イ
チ
ゴ
さ
ん
ま
っ
て
て
ね

い
ま　

い
く
か
ら
ね
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い
つ
ま
で
も
健
康
で
い
る
こ
と
。
そ
れ
は
誰
も
が
思
う
願
い
で
す
。

し
か
し
、
あ
る
日
突
然
わ
た
し
た
ち
を
襲
う
病
気
や
け
が
。

そ
ん
な
時
、皆
さ
ん
の
力
に
な
り
支
え
て
く
れ
る
の
が
、国
民
健
康
保
険
制
度
で
す
。

今
月
号
で
は
、
国
民
健
康
保
険
制
度
の
仕
組
み
と
、

本
年
度
の
税
率
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

国保は助け合い
         の制度です

助け合って生きよう  この町で

　

日
本
で
は
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に

安
心
し
て
病
院
に
か
か
れ
る
よ
う
、

す
べ
て
の
人
が
い
ず
れ
か
の
医
療
保

険
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す（
国
民
皆
保
険
制
度
）。

　

国
民
健
康
保
険
税（
以
下
国
保
税
）

は
、国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者（
以

下
国
保
加
入
者
）の
医
療
費
な
ど
を

ま
か
な
う
た
め
、
保
険
料
と
し
て
か

か
る
税
金
で
す
。
国
保
加
入
者
が
病

気
や
け
が
を
し
た
時
、
心
配
な
く
医

療
を
受
け
る
た
め
の
貴
重
な
財
源
と

な
っ
て
い
ま
す
。

22
年
度
の
国
保
税
は
減
額

　

６
月
定
例
議
会
で
、
22
年
度
の
税

率
が
議
決
さ
れ
決
定
し
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す（
表
１
）。
主
な

改
正
点
は
、
医
療
保
険
分
と
後
期
高

齢
者
支
援
金
分
の
税
率
と
均
等
割
・

平
等
割
額
が
引
き
下
げ
ら
れ
た
こ
と
。

介
護
保
険
分
の
税
率
と
均
等
割
額
・

平
等
割
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と

の
２
つ
で
す
。

　

近
年
、
増
加
し
続
け
て
い
た
医
療

費
の
算
出
に
あ
た
っ
て
は
、
世
帯
の

所
得
の
申
告
が
必
要
で
す
。
確
定
申

告
や
住
民
税
の
申
告
な
ど
を
し
て
い

な
い
人
が
い
る
世
帯
は
、
必
ず
申
告

を
し
て
く
だ
さ
い
。
世
帯
の
所
得
合

計
額
が
一
定
基
準
以
下
の
と
き
に
は
、

保
険
税
が
軽
減
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

健
康
保
険
に
空
白
期
間
は

あ
り
ま
せ
ん

　

国
民
健
康
保
険
の
加
入
日
は
加
入

届
出
日
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
他
の
健

康
保
険
を
脱
退
し
た
日
、
ま
た
は
町

に
転
入
し
た
日
な
ど
手
続
き
が
遅
れ

た
場
合
で
も
、
こ
の
日
ま
で
さ
か
の

ぼ
っ
て
加
入
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す（
国
保
税
は
、
最
長
３
年

度
分
の
課
税
と
な
り
ま
す
）。
異
動

が
あ
っ
た
と
き
は
、
14
日
以
内
に
届

け
出
て
く
だ
さ
い
。

　

※
世
帯
に
異
動（
加
入
・
脱
退
な

ど
）が
あ
っ
た
場
合
は
、
届
け
出
の

あ
っ
た
翌
月
に
改
め
て
計
算
を
し
直

し
、
新
た
な
税
額
の
通
知（
変
更
通

知
）を
発
送
し
ま
す
。

　

国
保
は
、
世
帯
単
位
で
加
入
し
ま

す
。
世
帯
主
が
国
保
に
加
入
し
て
い

な
い
場
合
で
も
、
納
税
義
務
者
は
世

帯
主
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
国
保
か

ら
の
通
知
な
ど
も
世
帯
主
あ
て
に
発

送
さ
れ
ま
す
。
保
険
税
の
決
定
・
減

額
、
入
院
時
の
食
事
代
や
高
額
療
養

（表１）22 年度　国保税率が決定しました（税率の比較）

22 年度 21 年度

医療保険分 後期高齢者
支援金分 介護保険分 医療保険分 後期高齢者

支援金分 介護保険分

所得割　％ 5.73 2.69 1.98 5.84 2.82 1.57
資産割　％ 20.68 9.34 7.97 23.60 10.88 6.91

均等割額　円 21,900 9,200 9,900 24,000 10,000 9,100
平等割額　円 18,900 8,000 5,700 21,000 8,800 5,200

割り振り項目 医療保険分 後期高齢者支援金分 介護保険分

所得割 世帯の所得に応じて計算 世帯の所得に応じて計算 第２号被保険者の
所得に応じて計算

資産割 世帯の資産に対して計算 世帯の資産に対して計算 第２号被保険者の
資産に応じて計算

均等割 世帯の加入者数に応じて計算
（加入者１人当たりいくら）

世帯の加入者数に応じて計算
（加入者１人当たりいくら）

第２号被保険者の人数
に応じて計算（加入者
１人あたりいくら）

平等割 １世帯にいくらと計算 １世帯にいくらと計算 第２号被保険者がいる
世帯にいくらと計算

（表２）世帯の国保税額は次の項目を合計して決定します

費
で
す
が
、
21
年
度
は
減
少
し
ま
し

た（
国
保
１
人
当
た
り
医
療
費
は
対

前
年
比
３
・
61
㌫
の
減
。
金
額
で
は

７
，
９
５
８
円
の
減
）。
こ
れ
ま
で

は
、
国
保
税
額
の
増
加
を
抑
え
る
た

め
、
基
金
を
取
り
崩
し
て
い
ま
し
た

が
、
本
年
度
は
、
そ
れ
を
せ
ず
、
昨

年
よ
り
税
額
を
下
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

年
齢
で
違
う
納
め
方

　

国
保
税
は
年
齢
に
よ
っ
て
納
め
方

が
違
い
ま
す（
表
２―

２
）。

○
40
歳
以
上
の
人
は
す
べ
て
介
護
保

険
に
加
入
し
ま
す
の
で
、
介
護
保
険

料
を
納
め
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

○
40
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人（
第
２

号
被
保
険
者
）は
、
国
保
税
と
し
て

医
療
保
険
分
と
後
期
高
齢
者
支
援
金

分
に
介
護
保
険
分
を
合
わ
せ
て
納
め

ま
す
。
別
々
に
納
付
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

○
65
歳
以
上
の
人
の
介
護
保
険
料
は

原
則
と
し
て
年
金
か
ら
の
天
引
き
と

な
り
ま
す
。

※ 65 歳以上の人の介護保険料は、原則として年金から天引き

40 歳未満の人　　　　　  医療保険分　＋　後期高齢者支援分
40 歳以上 65 歳未満の人　医療保険分　＋　後期高齢者支援分　＋　介護保険分
65 歳以上 75 歳未満の人　医療保険分　＋　後期高齢者支援分　　　介護保険料

さらに年齢に応じて次のようになります。

Special 
   Feature 

（表２－２）

世帯あたりの年間保険税額

Q.年に１度も病院に行かないわたし。そ
　れでも国保税を払わなければいけませ
　んか

Q.失業して仕事をしていないのに、国保
　税は去年までと同じ金額。これってど
　うして？

A.先にも述べたとおり、国保は助け合いの制度です。
ほかの国保加入者の医療費もみんなで負担していま
す。あなたは昨年は健康だったかもしれませんが、
いつ病気になったり、けがをしたりするかは分かり
ません。もしもの時に安心して医療サービスを受け
られるように、国保税を納めてください。

国保税 Q ＆ A

A. 国保税は、町民税などと同様に、前年度の所得
に対して課税されます。昨年まで仕事をしていて所
得があった人が、今年から仕事をやめた場合、本年
度の国保税は、昨年の所得に対して課税された額に
なります。翌年の国保税は、今年の所得が算定材料
になるので金額が下がります。
※非自発的失業者は、本年度から軽減される場合が
　あります（ただし、申請が必要です。詳細は４ペー
　ジの該当欄を参照）。

皆さんが普段から国保税について思っている、あん
なことやこんなこと。なかなか聞きづらい質問を担
当課に聞いてみました。
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国
民
健
康
保
険
と
社
会
保
険

　

国
保
税
額
と
社
会
保
険
料
の
金
額
の
違

い
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
中
の
一
つ
が
、
加
入
者
の
年
齢
で
す
。

社
会
保
険
に
は
、
い
わ
ゆ
る
会
社
勤
め
の

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
若
い
人
が
多
く
、
病

気
に
な
る
人
が
少
な
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

一
方
、
国
民
健
康
保
険
で
は
、
会
社
を
辞

め
、
社
会
保
険
を
抜
け
た
年
金
生
活
者
な

ど
の
高
齢
者
層
が
多
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

年
齢
が
高
け
れ
ば
病
気
に
も
な
り
や
す
く
、

病
気
で
通
院
す
れ
ば
医
療
費
が
増
加
し
ま

す
。

　

こ
の
た
め
、
国
・
県
な
ど
の
公
費
で
、

必
要
な
医
療
費
の
約
２
分
の
１
は
ま
か

な
わ
れ
ま
す
が
、
不
足
す
る
医
療
費
分
を

国
保
以
外
の
社
会
保
険
な
ど
か
ら
の
交
付

金
で
補
て
ん
し
て
い
ま
す
。
国
保
会
計
の

歳
入
に
占
め
る
国
保
税
額
の
実
質
割
合
は
、

22
年
度
で
約
24
㌫
で
す（
社
会
保
険
は
被

保
険
者
本
人
と
事
業
主
で
折
半
し
ま
す
）。

率
か
ら
考
え
る
と
、
社
会
保
険
の
人
た
ち

よ
り
は
負
担
が
少
な
い
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。

　

ま
た
、
市
町
村
ご
と
に
違
う
国
保
税
率

（
税
額
）を
決
定
す
る
際
に
は
、
そ
の
市

町
村
の
人
口
構
成
や
財
務
状
況
な
ど
を
考

え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
金
額
だ
け
を

比
べ
る
と
、
国
保
税
の
ほ
う
が
高
い
よ
う

に
思
え
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
に
単
純
な
数

字
の
比
較
で
は
考
え
る
こ
と
が
で
き
な
い

部
分
を
含
ん
で
い
ま
す
。

急
な
失
業
者
へ
の
国
保
税
軽
減

　

22
年
４
月
か
ら
倒
産
・
解
雇
な
ど
に
よ

る
離
職（
特
定
受
給
資
格
者
）や
雇
い
止

め
な
ど
に
よ
る
離
職（
特
定
理
由
離
職
者
）

を
し
た
人
に
対
し
て
、
離
職
し
た
本
人
の

給
与
所
得
を
、
３
割
と
し
て
国
保
税
を
計

算
す
る
軽
減
措
置
が
始
ま
り
ま
し
た
。
軽

減
を
受
け
る
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。

○
対
象
期
間

離
職
の
翌
日
の
属
す
る
月
か
ら
翌
年
度
末

ま
で（
翌
年
度
末
ま
で
に
国
民
健
康
保
険

の
資
格
を
喪
失
し
た
場
合
は
そ
の
時
点
ま

で
）た
だ
し
、
22
年
４
月
以
降
適
用
の
た

め
、
21
年
３
月
31
日
か
ら
22
年
３
月
30
日

ま
で
に
離
職
し
た
場
合
は
22
年
度
だ
け
対

象
と
な
り
ま
す
。

○
該
当
す
る
人

　

雇
用
保
険
法
の
特
定
受
給
者
お
よ
び
特

定
理
由
離
職
者

※
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の
離
職
理

由
が
11
・
12
・
21
・
22
・
23
・
31
・
32
・

33
・
34
で
あ
る
人（
離
職
時
点
で
65
歳
以

上
の
人
お
よ
び
雇
用
保
険
の
受
給
資
格
の

町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
よ
く
聞
く
声
。

―

国
保
税
は
高
い―

国
民
健
康
保
険
と
社
会
保
険
は
、
何
が
違
う
の
か

な
い
人
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
）。

○
申
請
に
必
要
な
も
の

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

認
印（
シ
ャ
チ
ハ
タ
は
不
可
）

医
療
費
は
大
切
に
使
お
う

　

国
保
加
入
者
が
病
院
に
か
か
っ
た
時
、

医
療
費
の
負
担
は
３
割（
15
歳
以
下
の
乳

幼
児
お
よ
び
児
童
は
０
割
、
70
歳
以
上

の
人
は
１
割
ま
た
は
３
割
）で
済
み
ま
す
。

残
り
の
医
療
費
は
国
保
か
ら
医
療
機
関
に

支
払
わ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
医
療
費
が

増
加
す
る
と
国
保
の
財
政
が
苦
し
く
な
り
、

国
保
税
の
増
額
と
い
う
形
で
わ
た
し
た
ち

自
身
が
負
担
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

病
気
の
早
期
発
見
や
健
康
状
態
の

チ
ェ
ッ
ク
は
、
健
康
な
体
を
作
る
た
め
に

欠
か
せ
ま
せ
ん
。
医
療
費
を
有
効
に
使
う

た
め
に
も
、
年
に
一
度
は
必
ず
健
診
を
受

け
ま
し
ょ
う
。
調
子
が
悪
い
時
は
病
院
に

行
く
の
を
我
慢
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
重
複
診
察
な
ど
は
避
け
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

神　輝
て る

男
お

さん（川桁）

国民健康保険税と社会保険料の額
●モデルケース　A さん一家（持ち家なし）
　父　40 歳　自営業　国民健康保険加入　年収 360 万円
　母　40 歳　パート　社会保険加入　　　年収 120 万円
　子ども　小学生２人で試算

●父の国保税額　年収 3,600,000 円のうち、課税総所得は 2,010,000 円

●母の社会保険料　（月収 100,000 円の社会保険料）9,143 円× 12 カ月
　　　　　　109,716 円　ただし半分は事業主負担なので　54,858 円
　　国保税額　344,840 円　＋　社会保険料　54,858 円　
　   ＝　399,698 円

　約 40 万円と聞くと「高い」と思うかもしれませんが、１人当たり 10 万円、
１カ月当たりにすると約 8,300 円です。万が一、大病にかかった時に支払
う金額を考えると、ある程度の負担は仕方がないと思いませんか。

課税総所得 所得割額 均等割 平等割 合計
医療 2,010,000 115,173

（5.73％）
65,700  

（21,900 × 3 人） 18,900 199,773

高齢者支援 〃 54,069
（2.69％）

27,600  
  （9,200 × 3 人） 8,000 89,669

介護 〃 39,798
（1.98％）

9,900
  （9,900 ×１人） 5,700 55,398

合計 209,040 103,200 32,600 344,840

　町民の皆さんに、国民健康保険税が高
いと指摘を受けることがあります。健康
な人たちにとっては、少し納得できない
と感じる部分があることも分かります。
しかし、もし、今自分が病気なったらと
いうことを考えてみてください。
　昨年の町の高額医療では、心疾患の
患者さんで 1 カ月約 500 万円、心筋梗
塞・くも膜下出血の患者さんで 1 カ月
約 400 万円の医療費がかかった実例が
あります。これだけのお金を簡単に準備
できる人はそう多くはないでしょう。
　がんなどの場合、退院した後も抗がん
剤などの負担が高額です。窓口負担の 3
割でも大変という声も聞きます。人間は
いつ不慮の事故や病に襲われるか分かり
ません。その時に、自分だけでなく家族
にも医療費の負担が重くのしかかること
を想像してみてください。もしもの時の
ために、国保税（保険料）を納めておけば、
みんなで助け合うことができるのです。

高いと言われる国保税額を安くするため
には、医療費を下げること。医療費を下
げるためには、病院にかからないこと。
病院にかからないためには、普段から健
康に気を使い、健康体でいること。
　健康で暮らすことは、結果として節税
にもつながり、わたしたちの生活をより
豊かにすることにつながります。
　国保税へのご理解とご協力をお願いし
ます。

齋藤　憲
け ん

郎
ろ う

　わたしたちが生活していく
上で、子どもたちの医療費が
無料というのはすごく役に
立っています。こうした社会
保障制度は、町で暮らしてい
くためには欠かせません。
　そのために、わたしたちの
ような働き盛りの年代が、あ
る程度の負担をするのはしょ
うがないと思います。大切な
のは、わたしたちがその制度、
内容に満足し、納得して払え
るかということです。　　　

　わたしは国保税は少し高い
とは思いますが、納得して
払っています。
　わたしたちの生活を守る社
会保障制度は、人口が減って
しまうと維持していくのが困
難になると思います。逆に人
口が増えれば、国保税なども
安くなる可能性があります。
　町には、町の人口を増やす
ような施策やさらなる福祉
サービスの充実をお願いした
いです。

町民生活課長 談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
国
保
税
の
納
付
に
は
、
ぜ
ひ
口

座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
口
座
振
替

な
ら
、
国
保
税
を
納
め
に
行
く
手
間
が
省

け
る
だ
け
で
な
く
、
納
め
忘
れ
の
心
配
も

な
い
の
で
安
心
・
確
実
で
す
。
一
度
手
続

き
を
す
る
だ
け
で
、
翌
年
度
以
降
も
自
動

的
に
継
続
さ
れ
る
の
で
、
毎
年
手
続
き
に

行
く
必
要
も
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
申
し
込
み
方
法
（
用
意
す
る
も
の
）

①
預（
貯
）金
通
帳

②
印
鑑（
通
帳
の
届
出
印
）

こ
れ
ら
を
持
っ
て
、
金
融
機
関
に
直
接
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
民
生
活
課　

国
保
年
金
業
務

☎（
62
）２
１
１
４

国
保
税
は
納
期
限
ま
で
に

　

本
年
度
の
国
保
税
は
７
月
か
ら
２
月
ま

で
の
計
８
回
で
納
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。
期
限
ま
で
に
忘
れ
ず
に
納
付
し
て

く
だ
さ
い
。

　

滞
納
す
る
人
が
増
え
る
と
医
療
費
な
ど

の
財
源
が
足
り
な
く
な
り
ま
す
。
財
源
が

足
り
な
く
な
れ
ば
国
保
税
額
が
上
が
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
払
わ
な
い
人

が
い
る
こ
と
で
、
ほ
か
の
人
に
迷
惑
が
か

か
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

　

未
納
が
続
く
と
、
期
間
の
短
い
保
険
証

や
一
旦
か
か
っ
た
医
療
費
の
全
額
を
負
担

す
る
資
格
証
明
書
な
ど
が
交
付
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。
納
付
が
困
難
な
と
き
は
、

そ
の
ま
ま
に
せ
ず
早
め
に
税
務
課
に
ご
相

納得して払っています。
国民健康保険

Interview

国
保
税
へ
の
理
解
を

国民健康保険加入者に聞きました
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A ND

写真上　「斜めに植えるんだ
よ」「斜め…こう？」食改さ
んも身ぶり手ぶりで子どもた
ちに説明します
写真下　「はやくおおきくな
あれ」と園児たちはおまじな
いを唱えます

      栄光の紅
べ に

獅
じ

子
し

旗を目指して
　第 33 回県少年野球選手権大会猪苗代地区予選は
６月 19、20 の両日、町運動公園野球場で開催され
ました。県野球連盟、福島民報社の主催で実施され
たこの大会には、猪苗代、磐梯両町の４中学校から
８チームが出場しました。激戦の末、栄冠を手にし
た東中野球クラブは７月 10、11 日の両日、南会津
町で開かれる会津大会への出場を決めました。
　主将の渡辺司

つかさ

さん（サード・3 年）は「しっかり守っ
てチャンスをものにするのがチームの持ち味。会津
大会では、自分たちが練習してきたことを出し切っ
て、会津制覇を目指す」と抱負を語りました。
　顧問の橋

は し

谷
や

田
た

亨
とおる

教諭は「野球を楽しむことをテー
マに練習してきたチーム。それぞれが自分の役割を
果たし、基本に忠実なプレーができる。３年生にとっ
ては最後の大会なので、明るく楽しく、悔いを残さ
ないように頑張ってほしい」と話しました。

写真上　３年生たち 10 人に
とっては最後の大会。優勝を
目指して頑張ります
写真下　けがから復帰した
エースで４番の佐藤裕

ゆ う

さん
（３年）。「ストレートで相手打

線を抑えたい」と話しました

　 安全運転の技術を競い合う
　第 28 回交通安全こども自転車猪苗代地区大会は
6 月 12 日、千里小学校で開かれ、団体総合で翁島
Ａチームが優勝しました。猪苗代地区交通安全協会
と猪苗代警察署の主催するこの大会には、猪苗代、
磐梯の両町の 4 小学校から７チームが出場し、学
科テストと走行テストで総合得点を競い合いました。
　上位に入賞した翁島、長瀬の両小学校は、17 日
に開かれた交通安全子供自転車大会会津方部大会

（警察連絡協議会会津方部会、会津方部交通安全連
絡協議会の主催）にも出場。この大会でも同じく優
勝、準優勝という成績を収め、７月３日に福島市で
開催される県大会に出場します。
　両小学校の児童らは「県大会でも普段どおりの力
を発揮して頑張りたい」と抱負を述べました。
　この広報が皆さんのお手元に届くころには、県大
会の結果が出ています。頑張れ両チームの選手たち。

写真上　技能走行テスト１番
の難所、ジグザグ走行に挑む
翁島小の児童
写真下　８の字走行をする長
瀬小の児童。両校とも会津方
部大会で上位入賞し、安全運
転技術の高さを証明しました

INAWASHIRO

unior high schoolJ

lementary schoolE       おいしいおイモに育ってね
　吾妻幼稚園（川上閲

え つ

男
お

園長）の園児ら８人は６月
２日、長命キミ子さん（樋ノ口）宅の畑でサツマイ
モの苗植えを体験しました。
　この体験には、作物を育てることから始め、「食
べる」ということに関心を持ってもらいたいとの願
いから、町食生活改善推進員（星久子会長・以下食
改さん）ら４人も参加しました。園児たちは、食改
さんから指導を受け、「はやくおおきくなあれ」とお
まじないを唱えながら熱心に苗を植えました。
　「秋には収穫したサツマイモを使って、一緒に調
理をしたい。子どもたちの興味を引く食べものの紙
芝居などを計画中です」と、星会長は笑顔で話しま
した。
　同幼稚園の青木美

み

緒
お

教諭は「昨年までは畑がなく、
こうした体験はできなかった。園児たちにもきっと
良い体験になる」と話しました。

indergartenK nursery school＆

      甘いイチゴがいっぱいだぁ　

　町内のみどり、長瀬、吾妻幼稚園と川桁保育所の
園児たちは６月３、４日の両日、町内幸野の有限会
社花

は な

雅
まさ

（渡部刃
う し

雄
お

代表取締役社長）を訪れ、スーパー
ハウス内でイチゴ狩りを楽しみました。
　「イチゴの苗栽培のために摘果するイチゴを食べ
てもらい、園児たちに喜んでもらおう」という花雅
の好意により実施されたものです。
　園児たちは、赤く色づいた大粒のイチゴを食べて
は「おいしい」「甘い」と笑顔を見せました。ハウス
内には、次のイチゴを求めて走り回り、「おいしい」
と喜ぶ園児たちの声が響いていました。
　渡部キン子業務部長が、「皆さんの笑顔が見れて、
とてもうれしかったです。お父さん、お母さんにお
みやげ話を聞かせてあげてね」と話すと、お土産用
の袋いっぱいにイチゴを入れた園児たちは、大きな
声で「はーい」と返事をしました。

写真上　イチゴ狩りを楽しむ
園児たち。「なんでおじさん
が食べてんだよ～」と笑顔
写真下　真っ赤に実った大粒
のイチゴを選び、袋に入れる
園児たち。お土産は家族に喜
ばれたかな

スクールトピックス ＆ ニュース
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まちのわだい
TOWN  TOPICS

　先月号の編集後記で少しお知らせしましたが、日本広報協会
主催の全国広報コンクール広報紙（町村部）部門で、「広報猪苗代
2009 年 12 月号」が入選しました。この号の特集は「そばでのま
ちづくり」の歩みを振り返ったものでした。
　審査員には、「新しいまちづくりへの意気込みを感じる」「全体
にスッキリとしたデザイン・レイアウト」「文字の使い分けが気
になる」「締めの言葉をまとめ過ぎ」などの講評をいただきました。
　これからも１人でも多くの皆さんに読んでもらえるよう、この
町ならではの広報紙づくりを目指して頑張ります。

広報猪苗代が全コンで入選
本町の広報紙では初の全国入賞

没後500年を記念して句碑
小平潟で猪苗代兼載の句碑除幕式

関係者らが除幕して句碑の建立を祝いました

入賞した 12 月号の表紙（右）と記事

　町舞踊協会（若柳和
わ

香
こ う

会長）が主催する舞台化粧講習会は６月
11 日、町体験交流館で開催されました。講習会は、自分の手で
本格的な舞台化粧ができるようになるため、会員らが自ら企画し
たもので、今回が初めての開催。講師に三善メークアップ研究所
の市川明

あ

日
す

香
か

さんを招き、下地の作り方など、舞台化粧を基本か
ら学びました。
　町内の日本舞踊４流派から参加した約 30 人は、メモを取った
り、質問をしたりしながら、真剣なまなざしでプロの化粧技術を
学びました。　

舞台で映えるメークを学ぶ
町舞踊協会が舞台化粧講習会開催

　町が出資、出えんしている法人 6 社について点検・評価して
きた町公社等外郭団体点検評価委員会（長谷川与

よ

一
い ち

委員長）は６
月 25 日、津金要

も と

雄
お

町長に最終報告書を提出しました。
　報告書では、町振興公社について「町の将来的な財政負担を考
慮しつつ、存続、解散などの抜本的な改革を」、まちづくり猪苗
代については「多方面への事業拡大に向けた経営戦略の見直しを」
などと指摘。津金町長は「皆さんの２年間にわたっての努力と尽
力に感謝します。報告書を十分に読んで、今後の各社への対応を
検討したい」とお礼の言葉を述べました。

評価委が最終報告書を提出
町振興公社などへの提言まとめる

真剣なまなざしで講習に臨む参加者ら

長谷川委員長（右）から最終報告書を受け取る津金町長

　22 年度町民マラソン大会は６月 27 日、町運動公園で開催され、
小・中学生を中心に約 500 人が、23 クラスで健脚を競いました。
レースは、あいにくの雨模様となりましたが、参加者たちは力強
い足取りでコースを駆け抜けました。
　人気種目の親子競争やリレーマラソンには 88 組が参加。子ど
もと大人が入り交ってのマッチレースに、応援に訪れた家族など
から盛んに声援が飛びました。
　また、会場では、町食生活改善推進委員らにより豚汁が振る舞
われ、雨にぬれた選手や応援に訪れた家族らの体を温めました。

「雨ニモマケズ」全力尽くす
町民マラソン大会に健脚自慢集う

激しい雨の中、リレーマラソンに挑む選手ら

　町高齢者スポーツ大会は６月 11 日、カメリーナで開催されま
した。町と町老人クラブ連合会が主催するこの大会には、町内６
地区から約 300 人が出場、各地区の参加者から仲間に対する声
援が上がり、カメリーナ中に響き渡りました。
　参加者らは、１人のモデルをみんなで着替えさせる「ファッショ
ンショー」、キンボールという大玉を転がす「キン転がし」やラグ
ビーボールを棒で転がして進む「豚追い競走」など 12 種目に挑み、
仲間たちと一緒に心地よい汗を流しました。
　なお、大会は翁島地区の優勝で幕を閉じました。

仲間たちと楽しくスポーツ
町高齢者スポーツ大会で汗を流す

各地区を代表して「豚追い競走」に挑む参加者ら

　猪苗代兼載の没後 500 年を記念した句碑の除幕式は６月６
日、小平潟地区（佐瀬憲

け ん

一
い ち

区長）の小平潟天満宮で挙行されまし
た。同地区では「猪苗代兼載の里づくり活性化」事業を進めており、
句碑はその一環として建立されたものです。
　黒御影石を使用した句碑は高さ 105㌢、幅 90㌢、厚さ 15㌢。
上部は磐梯山をかたどった山型で、土台には磐梯石を使用、兼載
の姿と「山は雪　海は氷を　かがみかな」の文字が刻まれています。
　佐瀬区長は「兼載の功績をたたえるとともに、地域の偉人の偉
業を子どもたちに伝えていきたい」と話しました。
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「将来は、人のために何かできるような人間に育って
ほしい」と子どもたちをやさしく見つめる愛さん。
２人はそれに応えるように笑顔でママを見つめました。

笑顔でこんにちは

　
「
お
兄
ち
ゃ
ん
が
気
に
な

る
み
た
い
で
、
い
つ
も
目
で

追
っ
て
い
ま
す
」
と
話
す
マ

マ
の
愛
さ
ん
。
そ
の
言
葉
通

り
、
花
帆
ち
ゃ
ん
は
、
兄
の

久
也
く
ん
を
見
つ
め
て
ニ
コ

ニ
コ
と
笑
っ
て
い
ま
す
。

　

歌
と
踊
り
が
好
き
な
お
兄

ち
ゃ
ん
に
合
わ
せ
て
、
一
緒

に
遊
ぶ
花
帆
ち
ゃ
ん
。
11
カ

月
に
入
り
、
つ
か
ま
り
立
ち

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
今
年
の
夏
は
お
兄
ち
ゃ

ん
と
一
緒
に
踊
っ
た
り
、
外

で
遊
ん
だ
り
で
き
そ
う
で
す
。

　
「
お
母
さ
ん
（
祖
母
慧え

實み

子こ

さ
ん
）
か
ら
子
育
て
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
り
、
ご

飯
を
作
っ
て
も
ら
っ
た
り
す

る
こ
と
も
し
ば
し
ば
。
本
当

に
助
か
っ
て
ま
す
」
と
笑
う

愛
さ
ん
。
仲
良
し
家
族
、
小

林
家
の
子
育
て
は
全
員
参
加
。

花
帆
ち
ゃ
ん
に
離
乳
食
を
食

べ
さ
せ
る
の
は
、
久
也
く
ん

の
大
事
な
日
課
だ
そ
う
で
す
。

※「
笑
顔
で
こ
ん
に
ち
は
」

に
掲
載
希
望
の
人
は
広
報
担

当
ま
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

☎（
62
）２
１
１
１

Hello in the smile

サークル紹介Circle introduction

　

町
婦
人
連
絡
協
議
会
翁
島

婦
人
会
の
会
員
を
中
心
に
結

成
し
た
サ
ー
ク
ル「
白
鳥
銭

太
鼓
」は
６
月
26
日
、
翁
島

小
学
校
で
発
足
式
と
発
表
会

を
開
き
ま
し
た
。

　
「
西
会
津
町
の
西
会
津
さ

ゆ
り
太
鼓
の
演
奏
を
見
て
、

ス
テ
ー
ジ
の
素
晴
ら
し
さ
、

一
体
感
に
心
を
打
た
れ
た
」

と
話
す
鈴
木
恵
美
子
代
表
。

本
年
４
月
か
ら
14
人
で
活
動

を
始
め
、
今
回
の
発
表
会
に

向
け
て
練
習
を
重
ね
て
き
ま

し
た
。
発
表
会
で
は「
き
よ

し
の
ズ
ン
ド
コ
節
」「
猪
苗

代
音
頭
」な
ど
で
息
の
あ
っ

た
演
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
「
銭
太
鼓
を
通
じ
て
、
観

客
に
笑
顔
と
元
気
を
与
え
た

い
」
と
笑
顔
を
見
せ
る
鈴
木

代
表
。
同
会
で
は
一
緒
に
活

動
す
る
会
員
を
募
集
中
で
す
。

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
活

動
を
Ｐ
Ｒ
し
た
い
団
体
を
募

集
し
ま
す
。
毎
月
一
団
体
ず

つ
紹
介
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
希
望
す
る
団
体
は
総
務

課
秘
書
広
報
業
務
ま
で
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☎（
62
）２
１
１
１

保健だより Health information

夏野菜を上手に食べよう

ママとお兄ちゃんの久
ひさ

也
や

くん（左）と一緒にポーズ

平成 21 年８月生まれ
～見祢山　　
明
あ き

久
ひ さ

さん・愛
あ い

さん夫婦の長女

小林　花
か

帆
ほ

　ちゃん

猪苗代音頭に合わせて息のあった演奏を見せる会員ら

（写真左）「笑顔と元気」はまず自分たちから。笑顔で楽しそうに演
奏します

（写真右）発足式であいさつをする鈴木代表

白
は く

鳥
ち ょ う

銭
ぜ に

太
だ い

鼓
こ

（鈴木恵
え

美
み

子
こ

代表）

や
っ
こ
な
ど
の
さ
っ
ぱ
り
と

し
た
も
の
に
、
し
ょ
う
が
や

ね
ぎ
を
の
せ
て
食
べ
ま
し
ょ

う
。
こ
れ
ら
に
は
、
食
欲
を

増
進
さ
せ
て
く
れ
る
作
用
も

あ
り
ま
す
。
夏
の
疲
れ
に
は
、

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
や
意

識
的
に
水
分
補
給
を
す
る
こ

と
な
ど
が
重
要
で
す
。

１
人
１
日
３
５
０
㌘

　

近
年
、
野
菜
摂
取
に
よ
る

が
ん
予
防
効
果
が
明
ら
か
に

さ
れ
る
な
ど
、
生
活
習
慣
病

予
防
の
観
点
か
ら
、
野
菜
の

重
要
性
は
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

健
康
の
観
点
か
ら
定
め
ら
れ

た
野
菜
の
摂
取
目
標
量
は
、

１
人
１
日
当
た
り
３
５
０
㌘
。

し
か
し
、
わ
た
し
た
ち
の
野

菜
消
費
量
は
、
若
年
層
を
中

心
に
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。

旬
の
味
覚
を
楽
し
み
な
が
ら
、

目
標
量
を
目
指
し
て
上
手
に

野
菜
を
食
べ
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課　

健
康
づ
く
り

業
務　

☎（
62
）２
１
１
５

　

ま
た
、
夏
に
採
れ
る
野
菜

の
ト
マ
ト
、
キ
ュ
ウ
リ
や
ナ

ス
な
ど
に
は
利
尿
作
用
が
あ

り
ま
す
。
尿
と
一
緒
に
熱
を

放
出
し
て
く
れ
る
の
で
、
体

が
涼
し
く
な
る
と
い
う
わ
け

で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
旬
の
野
菜
が

好
ん
で
食
べ
ら
れ
た
こ
と
に

は
、
先
人
た
ち
の
知
恵
が
生

き
て
い
る
の
で
す
。

夏
冷
え
に
は
要
注
意

　

も
う
す
ぐ
暑
い
夏
が
や
っ

て
き
ま
す
。
皆
さ
ん
は
、
暑

い
か
ら
と
い
っ
て
冷
房
の
効

い
た
部
屋
に
１
日
中
こ
も
っ

て
い
ま
せ
ん
か
。
そ
ん
な
生

活
を
し
て
い
る
と
、
冷
房
で

体
を
冷
や
し
て
し
ま
い
ま
す
。

冷
え
た
体
で
つ
め
た
い
夏
野

菜
を
食
べ
た
ら
、
体
は
芯
か

ら
冷
え
切
っ
て
夏
バ
テ
コ
ー

ス
ま
っ
し
ぐ
ら
で
す
。

　

た
と
え
夏
バ
テ
は
免
れ
た

と
し
て
も
、
別
の
脅
威
が
あ

な
た
を
待
っ
て
い
ま
す
。
本

来
、
暑
さ
で
汗
を
た
く
さ
ん

か
く
こ
の
季
節
、
体
の
基
礎

代
謝
は
下
が
っ
て
も
、
わ
た

旬
の
野
菜
を
味
わ
う

　

野
菜
の
生
産
技
術
の
向
上

や
高
速
道
路
網
の
発
達
に
よ

り
、
季
節
を
問
わ
ず
、
い
ろ

い
ろ
な
野
菜
が
簡
単
に
手
に

入
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
皆
さ
ん
、
食
べ
も
の

に
は
、
一
番
お
い
し
い「
旬
」

の
時
期
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ

て
い
ま
せ
ん
か
。
旬
の
も
の

に
は
「
お
い
し
い
、
安
い
、

栄
養
た
っ
ぷ
り
」
な
ど
、
う

れ
し
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。

　

春
の
野
菜
は
鮮
や
か
な
緑

色
。
新
芽
や
芽
吹
き
の
香
り

は
、
春
の
訪
れ
を
感
じ
さ
せ

ま
す
。
ま
た
、
山
菜
に
は
冬

の
間
に
溜
ま
っ
た
毒
素
を
、

体
か
ら
排
出
す
る
効
果
が
あ

り
ま
す
。
夏
の
野
菜
に
は
火

照
っ
た
体
を
冷
や
す
作
用
が

あ
り
ま
す
。
暑
さ
で
奪
わ
れ

や
す
い
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
も
豊
富

で
す
。
実
り
の
秋
、
秋
の
野

菜
は
体
に
や
さ
し
く
、
胃
や

腸
の
調
子
を
整
え
て
く
れ
ま

す
。
冬
の
野
菜
に
は
、
血
行

を
良
く
し
、
体
を
温
め
る
効

果
が
あ
り
ま
す
。

し
た
ち
は
汗
を
か
く
こ
と
で

夏
ヤ
セ
し
て
い
ま
し
た
。
冷

房
の
効
い
た
快
適
な
環
境
の

中
に
あ
っ
て
は
、
夏
ヤ
セ
も

し
に
く
い
た
め
、
今
度
は
夏

太
り
コ
ー
ス
御
一
行
様
の
仲

間
入
り
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

上
手
に
食
べ
る
方
法

　

し
か
し
、
夏
に
は
夏
の
味

覚
を
楽
し
み
た
い
も
の
。
体

を
冷
や
す
野
菜
で
も
、
ゆ
で

る
、
蒸
す
、
煮
る
、
油
で
炒

め
る
な
ど
、
手
を
加
え
る
こ

と
で
生
食
よ
り
も
体
を
冷
や

し
ま
せ
ん
。

　

例
え
ば
、
ナ
ス
は
マ
ー

ボ
ー
ナ
ス
や
焼
き
ナ
ス
に
、

ト
マ
ト
は
ス
パ
ゲ
テ
ィ
や
ト

マ
ト
煮
に
、
き
ゅ
う
り
は
味

噌
汁
な
ど
に
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、

根
菜
類
、
ね
ぎ
、
み
ょ
う
が
、

し
ょ
う
が
な
ど
の
か
ら
だ
を

温
め
て
く
れ
る
野
菜
と
組
み

合
わ
せ
て
バ
ラ
ン
ス
良
く
食

べ
ま
し
ょ
う
。

　

夏
バ
テ
気
味
で
食
欲
が
な

い
時
も
、
そ
う
め
ん
や
冷

おいしそうな夏の野菜。冷たいものはほどほどに。
たくさん食べたい時は、一手間加えて食べましょう。
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教育委員会だより

  ■猪苗代町体験交流館■ Mail   mana@town.inawashiro.fukushima.jp
TEL  0242-72-0180　FAX  0242-62-5350教育委員会生涯学習課

体験交流館ニュース

 

教
育
委
員
会
コ
ラ
ム

　
　
　
　
　

 

～
第
三
回
～

　

温
帯
モ
ン
ス
ー
ン（
温
帯
季
節
風
気
候
）が
も

た
ら
す
梅
雨
は
誠
に
う
っ
と
う
し
い
が
、
恵
み
の

雨
で
も
あ
る
。

　
「
と
き
は
今
天あ

め

が
下
し
る
五
月
哉
」天
正
十
年

（
一
五
八
二
）五
月
二
十
四
日
、
明
智
光
秀
が
京
都

の�

愛あ

宕た
ご

山
で
催
し
た
連れ

ん

歌が

会か
い

の
発ほ

っ

句く

で
あ
る
。

と
き
は
時
で
あ
る
が
、
明
智
の
ル
ー
ツ
美み

濃の

土と

岐き

源
氏
の
土
岐
で
も
あ
る
。
天（
雨
）が
下
し
る
は

天
下
を
治
め
る
で
、
土
岐
が
天
下
を
取
る
、
す
な

わ
ち
光
秀
の
信
長
暗
殺
の
意
思
が
込
め
ら
れ
て
い

る
。
こ
う
な
る
と
、
一
見
変
哲
も
な
い
梅
雨
時
の

風
景
を
詠
ん
だ
句
が
と
ん
で
も
な
い
意
味
を
帯
び

て
く
る
。
本
能
寺
の
変
が
六
月
二
日
で
、
そ
の
直

前
に
行
わ
れ
た
連
歌
会
で
あ
っ
た
た
め
、
今
な
お

種
々
憶
測
を
呼
ぶ
わ
け
で
あ
る（
※
日
付
は
旧
暦

な
の
で
太
陽
暦
で
は
一
月
遅
れ
と
な
る
）。

　

連
歌
と
い
え
ば
、
郷
土
の
偉
人
猪
苗
代
兼け

ん

載さ
い

。

愛
宕
山
連
歌
会
の
メ
ン
バ
ー
の
中
に
猪
苗
代
兼け

ん

如に
ょ

と
い
う
人
物
の
名
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
兼
載
の
流

れ
を
く
む
人
物
か
と
思
わ
れ
る
。

　

梅
雨
に
ち
な
む
話
を
も
う
一
つ
。
時
代
は
さ
か

の
ぼ
り
源げ

ん

三ざ
ん

位み

頼よ
り

政ま
さ

の
平
家
追
討
の
旗
揚
げ
、「
稲

村
ヶ
崎
名
将
の
剣
投
ぜ
し
、
古
戦
場
」と
唱
歌
に

も
謳
わ
れ
た
新
田
義よ

し

貞さ
だ

の
鎌
倉
攻
撃
や
足
利
尊た

か

氏う
じ

の
六ろ

く

波は

羅ら

襲
撃
な
ど
、
偶
然
と
は
い
え
、
す
べ
て

梅
雨
の
こ
ろ
に
起
こ
っ
て
い
る
。
源
氏
の
荒
ぶ
る

魂
が
目
を
覚
ま
す
の
が
梅
雨
時
な
の
で
あ
る
。
こ

の
季
節
、
平
家
系
統
の
人
は
十
分
注
意
さ
れ
た
い
。

　

他
愛
も
な
い
憶
測
に
過
ぎ
な
い
の
か
も
知
れ
な

い
が
、
こ
う
い
う
の
も
歴
史
の
楽
し
み
方
の
一
つ

で
あ
る
。（
土
屋
）   

町外イベントのご案内

　日ごろ、なかなか言葉に出せない思いを手紙に託し、
親子の絆を見つめ直してみませんか。
ご応募お待ちしています。
○募集期間：７月１日（木）～９月 30 日（木）
　当日消印有効
○対　　象：「お母さん」ならどなたでも参加できます。
○応募方法：400 字以内の作品を書いて、氏名、住所、
　年齢、職業と電話番号を明記し、80 円切手をはりつ
　けの上、郵送してください。郵送に便利な専用応募用
　紙もあります。１人何作品でも応募できますが、封書
　１通につき１作品に限ります。また、入賞はその中の
　最上位１編だけとします。
○表　　彰：大　賞（賞金 10 万円 / １編）、準大賞（賞
　金５万円 / １編）、優秀賞（７編）、佳作（数編）、特別
　賞 / 郵便事業株式会社賞（1 編）その他入賞者全員に
　ふるさと産品などを進呈。※応募作品は返却できませ
　ん。あらかじめご了承ください。
○発　　表：11 月中旬に入賞者に連絡します。
　※報道機関から直接連絡が行く場合もあります。
　入賞作品は、テレビや新聞、書籍、ホームページなど
　で、内容、氏名、住所（都道府県名まで）が紹介・掲
　載されます。詳しい内容は専用応募用紙にも記載して

　劇団ふるきゃら３年ぶりの猪苗代公演決定。プロの舞
台を猪苗代で鑑賞できる機会です。
○日　時：８月 29 日（日）午後２時開演
　（午後１時 30 分開場）　１回公演
○会　場：町体験交流館　学びいなホール
○入場料：大人  3,000 円、高校生までの児童  2,000 円
　※５歳以下の子どもは入場できません
　当日は 500 円増　全席自由席
○チケット取り扱い：町体験交流館　
○主　催：猪苗代町文化を思う会

　　　　　　　　　　 　　    　町内イベントのご案内

　吾妻山信仰の中心は吾妻山大権現で、吾妻連峰の深山
幽谷にあります。猪苗代地方を潤す水は、吾妻連峰の山々
から流れ出します。そのため、水源の神を崇拝する農民
と深山幽谷に修練の場を求めた修験の入峰修業とが重な
り、水下の猪苗代で信仰されました。
　また、養蚕の神としても霊験があり、中通りの伊達・
信夫・安達・田村の各村々にまで講が結ばれ、毎年あ
るいは隔年に代参を建て入峰参拝する習わしがありまし
た。しかし、明治維新時の神仏分離で衰退、終戦後は信
仰が薄れ、講もなくなり、入峰参拝者が途絶えました。
この度、遠い祖先の想いを探ろうと、講座と入峰を計画
しました。皆さんの参加をお待ちしています。
講　座
○日　時：
　第１回　７月 23 日（金）　午後７時～午後９時
　修験について
　第２回　８月６日（金）　午後７時～午後９時　
　修験について

  　　　　　　　　猪苗代町体験交流協会からのお知らせ　

　第３回　８月７日（土）　午後２時～午後４時
　修験資料拝見および講話
○会　場：町体験交流館　講師：榊原源法さん（内野）
　※第３回は榊原さん宅
○会　費：無料（資料代 500 円は当日徴収します）
　前日までご連絡ください（定員なし）
○申し込み先：町体験交流館　☎（72）0180
　FAX（62）5350
　福島地域文化研究所　☎ 090（7930）0901（小桧山）
　FAX（62）2368
入　峰
○日　時：9 月 1 日（水）　集合 6：30    帰着 17：00
　猪苗代町役場駐車場出発　小雨決行
○講　師：榊原源法さん　定員 10 人（先着順）
○会　費：2,000 円（保険・資料代・ガソリン代など）
　※弁当・雨具など各自持参
○申込方法：ハガキかファクスで住所・氏名・年齢・　
　電話番号を記載し、申し込み先まで送付。
○申し込み先：〒 969-3112　猪苗代町字馬場 5516　
　福島地域文化研究所　FAX（62）2368（小桧山）

Ⅰ　歴史ガイドの要点・正之公の生い立ちと業績　　  
　①８月８日（日）    ②８月９日（月）　午後７時
Ⅱ　保科正之公と家臣団／そのゆかりの史跡／正之公と
　その後の会津藩
　①８月 29 日（日）   ②８月 30 日（月）午後７時
Ⅲ　土津神社・奥の院・田中正玄の墓・服部安休の墓・
　磐椅神社など

　あります。専用応募用紙の請求、応募、問い合わせは
　下記にご連絡ください。
○応募・問い合わせ先　
　〒 969-3123　猪苗代町字鶴田 141 － 1
　町体験交流館内　
　「猪苗代町絆づくり
　実行委員会」
　☎（72）0180

■母から子への手紙コンテスト

野口英世博士と
母シカ

　福島大学児童文化研究会との共催で、影絵鑑賞会
を開催します。終了後、出演者との交流会も予定し
ています。ぜひご来場ください。
○日　時：８月 12 日（木）
　午前 10 時から 11 時 40 分（開場９時 30 分）
○会　場：町体験交流館　学びいなホール
○対　象：小学校低学年以下の児童、幼児
○問い合わせ先：町体験交流館　生涯学習課
　☎（72）0180

　歌と踊りが好きな仲間が集まって、初めての発表会を
開催します。また、一緒に発表をしたい人も募集中です。
皆さんの参加をお待ちしています。
○日　時：８月８日（日）午前９時 30 分開演
　（午前９時開場）
○会　場：町体験交流館　学びいなホール
○問い合わせ先：☎（62）2294（古川英信）

　楽しい話、昔の暮らしの話、妖怪の話、磐梯山にちな
んだ話や町に伝わる話などを面白おかしく語ります。
みんなしてきてくなんしょ。
○日　時：７月 19 日（月）　13：30 ～ 16：00
○会　場：町むかし体験館（旧山内家住宅）
○問い合わせ先：いなわしろ民話の会
　☎ 080（3146）7130（鈴木）

■ふるきゃら・ミュージカル
　「瓶

か め

ヶ森の河
し ば

童
て ん

」～公演テーマは自然との共生～

○日　時：８月７日（土）　8：00 町体験交流館集合
○場　所：猫魔ヶ岳（1,404㍍）・猫石・雄国沼
○行　程：町体験交流館（8：00）－八方台（9：00）－
　猫魔ヶ岳（10：15）－猫石（11：45 ～ 12：45）　－
　雄国沼（14：00）－雄子沢駐車場（15：30）－町体験
　交流館駐車場（16：00）
○会　費：500 円（保険料、通行料金、ガソリン代）
○参加資格：５時間程度の山道を歩ける健康な人
　登山に適した服装、昼食、水、雨具を持参
○申し込み・問い合わせ先：猪苗代山岳会
　☎ 090（2798）8346（江花）

■第 1 回いなわしろ唄と踊りの祭典

■第９回いなわしろ民話まつり

■第 16 回町民登山教室「猫魔ヶ岳・雄国沼」

　①９月 12 日（日）　②９月 13 日（月）　
　　午前９時～午前 11 時 30 分
○受講料：無料　
○講　師：猪苗代の偉人
　を考える会会員
○申込締め切り日：
　7 月 30 日（金）
○問い合わせ先：猪苗代の偉人を考える会
　☎ 080（3146）7130（鈴木）
　町体験交流館　☎（72）0180

■吾妻修験を学び・歩こう

■保科正之公生誕 400 年　
土津神社周辺史跡案内のための講座

■影絵の世界をお楽しみください
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町
職
員
採
用
候
補
者

　

町
で
は
、
23
年
度
採
用
の
町
職
員

（
資
格
免
許
職
）を
募
集
し
ま
す
。

▼
採
用
職
種
と
採
用
予
定
人
数

栄
養
士　

若
干
名

▼
受
験
資
格　

昭
和
56
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
元
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た（
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
）、

管
理
栄
養
士
の
免
許
を
有
す
る
ま
た

は
23
年
５
月
末
ま
で
に
取
得
見
込
み

の
者

▼
試
験
の
方
法

　

一
次
試
験

　

期
日　

９
月
19
日（
日
）

　

場
所　

福
島
県
自
治
会
館

　
　
　
　
（
福
島
市
中
町
８
番
２
号
）

　

内
容

　

短
大
卒
程
度
…
短
大
卒
程
度
の
教

養
試
験
と
、
栄
養
士
と
し
て
の
専
門

試
験
を
実
施
し
ま
す
。

　

二
次
試
験

　

一
次
試
験
合
格
者
に
対
し
て
、
主

と
し
て
人
物
に
つ
い
て
個
別
面
接
・

小
論
文
な
ど
に
よ
り
試
験
を
し
ま
す
。

　

受
験
申
込
用
紙
の
請
求
方
法

　

申
込
用
紙
と
試
験
実
施
要
領
は
、

役
場
総
務
課
行
政
管
理
業
務
で
交
付

し
ま
す
。
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

郵
送
を
希
望
す
る
場
合

　

封
筒
の
表
に「
短
大
卒
程
度
試
験

申
込
用
紙
請
求
」と
朱
書
き
し
、
80

円
分（
定
型
の
場
合
）の
切
手
を
貼
っ

た
、
あ
て
先
明
記
の
返
信
用
封
筒
を

必
ず
同
封
し
て
、
総
務
課
行
政
管
理

業
務
へ
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

受
験
申
込
受
付
期
間

　

７
月
14
日（
水
）～
８
月
13
日（
金
）

※
郵
送
に
よ
る
申
込
書
提
出
の
場
合

は
、
８
月
11
日（
水
）ま
で
の
消
印

有
効

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　

行
政
管
理
業
務　

☎（
62
）２
１
１
１

人
権
擁
護
・
行
政
相
談
委

員
合
同
相
談
会

　

毎
日
の
生
活
の
中
で
、
人
権
問
題

で
は
な
い
か
と
感
じ
た
こ
と
や
法
律

の
取
り
扱
い
が
分
か
ら
な
く
て
困
っ

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

町
で
は
、
次
の
日
程
で
人
権
擁
護

委
員
・
行
政
相
談
委
員
の
合
同
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会

に
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
時　

７
月
16
日（
金
）　

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

▼
場
所　

町
役
場
３
階　

日
本
間

▼
そ
の
他　

相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

▼
問
い
合
わ
せ
先

相　

談

中
ノ
沢
温
泉
で
温
泉
祭
り

を
開
催
し
ま
す

　

単
一
口
源
泉
湧
出
量
日
本
一
を
誇

る
中
ノ
沢
温
泉
で
温
泉
祭
り
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
当
日
は
温
泉
無
料
開

放
（
要
入
浴
券
）
の
ほ
か
、
吾
妻
小

学
校
児
童
に
よ
る
鼓
笛
隊
パ
レ
ー
ド

や
ち
び
っ
こ
み
こ
し
な
ど
を
実
施
し

ま
す
。
午
後
か
ら
は
楽
し
い
屋
台
が

オ
ー
プ
ン
。
魚
の
つ
か
み
取
り
、
ス

イ
カ
割
り
大
会
や
温
泉
流
し
踊
り
な

ど
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

わ
た
し
た
ち
が
普
段
使
用
し
て
い

る
水
。
そ
の
安
全
・
安
心
確
保
の
重

要
性
に
つ
い
て
、
も
う
一
度
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

企
画
財
務
課　

企
画
調
整
業
務

☎（
62
）２
１
１
２

10
月
１
日
、
国
勢
調
査
が

実
施
さ
れ
ま
す

　

10
月
１
日
現
在
、
普
段
日
本
国
内

▼
開
催
日
時　

７
月
31
日
（
土
）

午
前
９
時
30
分
か
ら

▼
開
催
場
所

中
ノ
沢
温
泉
広
場

▼
問
い
合
わ
せ
先

温
泉
祭
り
実
行
委
員
会

☎（
64
）３
４
４
９

水
の
大
切
さ
を
考
え
る
機

会
に「
水
の
日
」

　

８
月
１
日
は「
水
の
日
」、１
日
か

ら
７
日
ま
で
は「
水
の
週
間
」で
す
。

　

水
は
、
生
活
や
産
業
を
支
え
る
重

要
な
資
源
で
す
。
ま
た
、
地
域
の
自

然
、
風
土
、
歴
史
や
文
化
と
密
接
に

関
係
し
、
人
間
形
成
に
大
き
な
役
割

に
住
ん
で
い
る
す
べ
て
の
人
と
世
帯

を
対
象
に
国
勢
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

９
月
下
旬
か
ら
、
調
査
員
が
各
世

帯
を
訪
問
し
て
調
査
票
を
配
布
し
ま

す
。
記
入
し
た
調
査
票
は
、
封
筒
に

入
れ
て
封
を
し
た
上
で
調
査
員
に
渡

し
て
も
ら
う
か
、
町
に
郵
送
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

今
回
の
国
勢
調
査
は
、
わ
が
国
の

人
口
が
減
少
し
は
じ
め
て
か
ら
実
施

す
る
最
初
の
調
査
で
す
。
日
本
の
未

来
を
考
え
る
た
め
の
基
礎
と
な
る
調

査
で
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

企
画
財
務
課　

企
画
調
整
業
務

☎（
62
）２
１
１
２

調　

査
　戸籍は、生まれてから亡くなるまで
を登録した重要な公簿です。
　本町では、窓口サービスをより一層
充実させるため、町に本籍がある人
の戸籍の電算化の準備を進めており、
22 年 11 月からスタートする予定で
す。電算化することで、戸籍の手続き
がどのように変わるのか、７月号から
10 月号にかけて町民の皆さんにお知
らせします。

◆戸籍を電算化すると、次のよう
になります

①戸籍証明書の交付がスピードアップ
　現在は、紙の簿冊から原本を探し、
複写して交付していますが、電算化に
より簡単に検索・印刷が可能となり、
より迅速に証明書を発行することがで
きます。

②戸籍届出の審査がスピードアップ
　自動審査機能により、正確でスムー
スな届出審査をすることができますの
で、従来の審査処理時間が大幅に短縮
されます。また、出生・婚姻届による
証明書（謄抄本）は、従来７日から 10
日ほどの期間が必要でしたが、電算化
により２、３日程度で交付できるよう
になります。

③戸籍謄本・抄本の書式が変わります
　新たに交付される証明書は、住民票
と同様Ａ４判横書きの箇条書き形式に
変わります。また認証印が朱色から黒
色の電子公印に変わり、複写などによ
る改ざんを防止するため専用の用紙を
使用します。

●問い合わせ先　町民生活課　
　町民生活業務　☎（62）2114

－戸籍事務の電算化について－ №１

　浄化槽は、微生物の働きで汚水をきれいな水にして放流
する「生きている排水処理施設」です。浄化槽を設置すると、
浄化槽法の規定により、①保守点検②清掃③法定検査など
が義務付けられます。これらの維持管理を怠ると、浄化槽
の機能が十分に発揮されず、河川などに汚れた水がそのま
ま流され、水質の悪化や悪臭の発生などを招きます。猪苗
代湖の良好な水環境やわたしたちの生活環境を守るため、
適正な維持管理をお願いします。

①保守点検
　保守点検は、浄化槽の微生物の機能を維持し、浄化槽に
設けられた各設備機器が正常に作動するように調整や保守
作業をするものです。通常は、県に登録された保守点検業
者に委託します。家庭用の小型浄化槽では、最低でも年に
３回の点検を実施しなければなりません（保守点検の回数
は浄化槽の処理法式や規模によって異なります）。

②清　掃
　浄化槽内に溜まった汚泥などの引き抜きや、浄化槽の附
属装置や機械類の洗浄をする作業です。
　通常は、町の許可を受けた浄化槽清掃業者に委託し、最
低でも年に１回の清掃を実施する必要があります。

③法定検査
　浄化槽法に規定された水質に関する検査のことで、「７
条検査」と「11 条検査」の２種類があります。いずれも県
が指定する指定検査機関（社団法人福島県浄化槽協会）が
実施します。
　※ 18 年２月の浄化槽法の改定により、法定検査を受け
ない浄化槽管理者に対し、町から検査受検の指導、助言、
勧告や命令ができるようになりました。この命令があって
も受検しない浄化槽管理者には、最大 30 万円以下の罰金
が過せられますので、必ず受検してください。

　〈７条検査〉　浄化槽の工事が適正に施行されているか、
浄化槽が本来の機能を発揮しているか、放流水質の基準が
守られているかどうかを検査します。浄化槽を設置し、使
用開始後３カ月を経過してから５カ月以内の間に受検して
ください。
　〈11 条検査〉　浄化槽の保守点検および清掃が適正に実
施されているか、浄化槽の機能が正常に維持されているか、
放流水質の基準が守られているかどうかなどを総合的に判
断するための検査です。毎年１回、定期的に検査を受けて
ください。

●問い合わせ先　上下水道課　下水道業務
　☎（62）5633

総
務
課　

秘
書
広
報
業
務

☎（
62
）２
１
１
１

役
所
や
特
殊
法
人
へ
の
苦

情
を
受
け
ま
す

　

国
、
県
、
市
町
村
な
ど
の
役
所
や

Ｎ
Ｔ
Ｔ
な
ど
の
特
殊
法
人
の
仕
事
に

つ
い
て
、
苦
情
、
意
見
や
要
望
を
受

け
る
の
が
行
政
相
談
会
で
す
。

▼
町
行
政
相
談
委
員

　

宮
沢　

重
正
さ
ん（
下
舘
）

　

☎（
66
）３
９
９
５

▼
開
催
日
時

　

７
月
21
日（
水
）、
８
月
18
日（
水
）

　

午
後
１
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

▼
会
場　

町
役
場
３
階　

日
本
間

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　

秘
書
広
報
業
務

☎（
62
）２
１
１
１

募　

集

いなわしろタウンページTown Information まちのお知らせ

浄化槽を使用している皆さんへ
適正な維持管理をお願いします

催　

し
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日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
を

勧
め
て
い
ま
す

　

町
で
は
、
今
年
４
月
１
日
以
降
に

満
３
歳
に
な
る
子
ど
も
（
19
年
４
月

１
日
～
20
年
３
月
31
日
生
ま
れ
）
に

対
し
て
、
日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
を

勧
め
て
い
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
子
ど
も
を
持
つ
保
護

者
に
は
、
町
の
３
歳
児
健
診
で
詳
し

い
説
明
を
し
ま
す
の
で
、
３
歳
児
健

診
後
、
早
め
に
接
種
を
受
け
さ
せ
ま

し
ょ
う
。
４
歳
か
ら
７
歳
半
ま
で
の

子
ど
も
で
接
種
を
希
望
す
る
場
合
は
、

町
保
健
福
祉
課
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。
接
種
を
受
け
な
い
ま
ま
対
象
年

齢
を
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
人
や
、
２
期

対
象
者
（
９
～
13
歳
未
満
）
へ
の
接

種
に
つ
い
て
は
、
国
の
方
針
が
決
定

次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
接
種
料
金

対
象
者
は
無
料
（
公
費
負
担
）

●
接
種
方
法　

医
療
機
関
で
の
個
別

接
種
と
な
り
ま
す
。

◇
最
近
町
に
転
入
し
た
ば
か
り
な
ど

で
、
対
象
と
な
る
子
ど
も
が
い
る
人

は
、
町
保
健
福
祉
課
ま
で
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課　

健
康
づ
く
り
業
務　

☎（
62
）２
１
１
５

住
宅
火
災
か
ら
あ
な
た
の

命
を
守
り
ま
す

　

町
消
防
団
か
ら
の
お
知
ら
せ
で
す
。

い
つ
あ
な
た
を
襲
う
か
わ
か
ら
な
い

住
宅
火
災
。
か
け
が
え
の
な
い
大
切

な
命
と
財
産
を
守
る
た
め
、
住
宅
用

火
災
警
報
器
を
早
め
に
設
置
し
ま

し
ょ
う
。
設
置
場
所
は
、
寝
室
お
よ

び
階
段（
寝
室
が
２
階
以
上
に
あ

る
場
合
）の
天
井
ま
た
は
壁
の
高
い

部
分
で
す
。
火
災
警
報
器
に
つ
い
て

の
質
問
は「
住
宅
用
火
災
警
報
器
相

談
室
」ま
で

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

☎
０
１
２
０（
５
６
５
）９
１
１

８
月
は
個
人
事
業
税
の
納

入
を
忘
れ
ず
に

　

個
人
事
業
税
は
、県
内
に
事
務
所
・

事
業
所
を
設
け
て
、
物
品
販
売
業
や

不
動
産
貸
付
業
な
ど
、
一
定
の
事
業

を
営
ん
で
い
る
人
に
納
め
て
も
ら
う

県
の
税
金
で
す
。
会
津
地
方
振
興
局

いなわしろタウンページTown Information まちのお知らせ

税　

金

出
し
、
確
認
を
受
け
ま
す
。
確
認
さ

れ
た
納
付
書
送
付
依
頼
書
を
県
税
部

に
提
出
す
れ
ば
手
続
き
終
了
で
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
左
記
ま
で
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

県
会
津
地
方
振
興
局
県
税
部

課
税
第
一
課　

事
業
税
チ
ー
ム

☎（
29
）５
２
５
１

・
第
73
号
「
地
縁
に
よ
る
団
体
の
認

可
に
つ
い
て
『
新
屋
敷
自
治
会
』」

（
総
務
課
行
政
管
理
業
務
）

・
第
74
号
「
充
当
通
知
書
の
公
示
送

達
に
つ
い
て
」（
税
務
課
収
納
業
務
）

・
第
75
号
「
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証
無
効
告
示
」

（
町
民
生
活
課
国
保
年
金
業
務
）

・
第
76
号
「
行
旅
死
亡
人
取
扱
告
示
」

（
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
業
務
）

告　

示

・
第
71
号
「
公
売
通
知
書
の
公
示
送

達
に
つ
い
て
」（
税
務
課
収
納
業
務
）

・
第
72
号
「
交
付
要
求
書
の
公
示
送

達
に
つ
い
て
」（
税
務
課
収
納
業
務
）

・
第
77
号
「
農
業
経
営
基
盤
の
強
化

の
促
進
に
関
す
る
基
本
的
な
構
想
の

変
更
」（
農
林
課
農
林
業
務
）

・
第
78
号
「
充
当
通
知
書
の
公
示
送

達
」（
税
務
課
収
納
業
務
）

・
第
79
号
「
不
動
産
等
の
最
高
価
申

込
者
決
定
通
知
書
の
公
示
送
達
に
つ

い
て
」（
税
務
課
収
納
業
務
）

公　

告

・
第
31
号
「
猪
苗
代
町
農
業
振
興
地

域
整
備
計
画
の
変
更
手
続
き
に
つ
い

て
」（
農
林
課
農
林
業
務
）

・
第
32
号
「
抑
留
犬
の
公
告
に
つ
い

て
」（
町
民
生
活
課
生
活
環
境
業
務
）

・
第
33
号
「
情
報
公
開
の
実
施
状
況

の
公
表
」（
総
務
課
秘
書
広
報
業
務
）

・
第
34
号
「
個
人
情
報
開
示
の
実
施

状
況
の
公
表
」

（
総
務
課
秘
書
広
報
業
務
）

・
第
35
号
「
平
成
23
年
度
職
員
採
用

候
補
者
試
験
（
栄
養
士
）」

（
総
務
課
行
政
管
理
業
務
）

・
第
36
号
「
不
動
産
等
最
高
価
申

込
者
決
定
の
公
告
に
つ
い
て（
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
第
２
号
）」

（
税
務
課
収
納
業
務
）

・
第
37
号
「
猪
苗
代
都
市
計
画
変
更
・

決
定
に
係
る
公
聴
会
開
催
に
つ
い

て
」（
建
設
課
都
市
整
備
業
務
）

※
告
示
・
公
告
さ
れ
た
内
容
に
つ
い

て
は
、
役
場
前
掲
示
板
を
ご
覧
に
な

る
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
課
に
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

掲
示
板

　わたしたちの２人に１人ががんにな
り、そのうち、３人に１人が亡くなって
います。がんは他人事ではありません。
がんで命を落とさないためには、一体ど
うすればいいのでしょうか。
　世界一安くて、とても有効な特効薬。
それががん検診です。特に女性特有のが
ん（子宮頸がん、乳がん）検診は有効で、
早期発見できる効果が実証済みです。こ
の女性特有のがん検診を無料で受けられ
るのが、この事業です。

●対象者
　前年度（21 年４月２日から 22 年４月１
日までの間）に、20、25、30、35、40 歳
になった女性は子宮頸がん無料検診、40、
45、50、55、60 歳になった女性は乳がん
無料検診の対象です。対象者には、女性特
有のがん検診の「がん検診無料クーポン」と、
ガンについて分かりやすく説明した「検診
手帳」が配布されました。
　無料クーポン券の有効期限は、22 年 12
月 31 日になっていますが、期間の後半は、
どの医療機関も大変込み合います。施設検
診を希望する人は、早めに予約を入れて受
診してください。

●問い合わせ先
　保健福祉課　
　健康づくり業務
　☎（62）2115

女性特有のがん検診推進事業
県
税
部
か
ら
送
付
さ
れ
る
納
税
通
知

書
で
、
年
税
額
を
８
月（
第
１
期
分
）

と
11
月（
第
２
期
分
）の
２
回
に
分

け
て
納
め
ま
す
。
た
だ
し
、
年
税
額

が
１
万
円
以
下
の
場
合
に
は
、
８
月

（
第
１
期
分
）に
一
括
し
て
納
め
て

い
た
だ
き
ま
す
。

納
入
に
は
便
利
な
口
座
振

替
が
あ
り
ま
す

　

個
人
事
業
税
に
は
、
便
利
な
口
座

振
替
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

納
税
通
知
書
に
同
封
さ
れ
た
預
金

口
座
振
替
依
頼
書
を
金
融
機
関
に
提

予　

防

写真は
住宅用火災警報器

月　日 受付時間 会　　場 対象地区

8 月６日（金）
   8：45 ～   9：15 翁島小学校体育館 翁島地区
10：00 ～ 10：30 緑小学校体育館 月輪地区
13：30 ～ 14：30 川桁体育館 長瀬地区

８月 27 日（金）
   9：00 ～    9：30 中ノ沢体育館 吾妻地区10：30 ～ 11：00 吾妻小学校体育館
13：30 ～ 14：30 農村環境改善センター 千里地区

８月 30 日（月）

   9：00 ～ 10：00

農村環境改善センター

四ツ谷、名古屋町、古城町、
本町、旭町、新町イ・ロ、上
新町、九軒町、半坂

13：30 ～ 14：30
中町、神明町、新北町、新堀向、
今泉、見祢、沼ノ倉、渋谷、
長坂、土町、祢次、見祢山、
川上、葉山、スキー場、桜ケ丘、
千貫、猪苗代行政区外

　子宮頸がん検診は、20 歳から 79 歳までの女性を対象に「集団検診」と「施設検診」
の２つの方法で実施します。骨粗しょう症検診は、20 歳から 70 歳までの５歳刻み
の年齢の女性を対象に、子宮頸がん検診の「集団検診」と一緒に実施します。

検診手帳がん検診無料クーポン

●施設検診（子宮頸がん検診：1,000 円、※子宮体がん検診：1,000 円）
　８月２日（月）～９月 30 日（木）
※子宮体がん検診は、50 歳以上または閉経以後の人で、過去６カ月以内に不正出
血のあった人が対象です。子宮体がん検診は、「施設検診」だけの実施となります。

　４月に実施した「平成 22 年度各種検診申し込み調査票」に基づいて受診録を配布
しますが、申し込みをしていない人も子宮がん検診は受診できます。ぜひ隣近所の
人や友人を誘って受診してください。施設検診を希望する人、また、申し込みをし
たのに受診録が届かないという人は、保健福祉課まで連絡してください。
　検診当日は、診察を受けやすい服装（ゆったりとしたスカートなど）で受診録と
検診料を持参してください。施設検診を受ける人は、健康保険証も併せて各指定医
療機関に持参してください。
　子宮頸がんは、20 ～ 30 歳代の若い世代での増加が目立っています。しかし、早
期発見でほぼ 100％治せます。20 歳になったら、子宮頸がん検診を受けましょう。
　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　■問い合わせ先　保健福祉課　健康づくり業務
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎（62）2115

子宮がん・骨粗しょう症検診が始まります

●集団検診（子宮頸がん検診：500 円、骨粗しょう症検診：200 円）
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　E-mail で申し込んでください。
●申込締め切り日　7 月 20 日（火）
●参加費　無料（参加者全員に花の
　種をプレゼントします）
●その他　小雨決行、汚れてもいい
　服装で参加してください。　
問県会津若松建設事務所企画調査課
　☎（29）5455　FAX  （29）5459
　　   fukushima_hiroyuki_01@pref. 
　 fukushima.jp

　 ＣＡＤ（作図用ソフト）
　 の基本操作を学べます

　テクノアカデミー会津では、皆さ
んの知識や技能の向上を目的に、テ
クノセミナー 2010 を開催します。
　今回の講座は、汎用ＣＡＤです。
ＪＷ－ＣＡＤの基本操作を学び、基
本的な建築図面の作図ができる知識
や技能を習得します。
●日時　
　８月 23、24、26、27 日の４日間。
午後１時 30 分～午後５時 30 分　
●場所　テクノアカデミー会津
●申込締め切り日　
　８月 13 日（金）
※受講料など、詳しくは下記に問い
合わせてください。
問県立テクノアカデミー会津
　☎　0241（27）3221
　FAX 0241（27）3312
　HP　http://www.tc-aizu.ac.

     楽しい夏、水と花火の
     事故を防止しましょう

　湖水浴やキャンプなど、屋外で活
動する機会が増える季節です。事故
のないように注意し、楽しい夏にし
てください。
　水遊びは命にかかわる事故につな
がりますので、無理、無茶や無謀な
ことはやめましょう。
　花火は危険物です。注意書きを

守って安全に遊び、後始末をしっか
りしましょう。もし事故が発生した
ら、付近に大声で助けを求め、素早
く 119 番に通報してください。
問猪苗代消防署　☎（62）4433

　  お魚さんが待ってるよ
　  ８月は内水試参観デー

　淡水魚の試験研究をしている、県
内水面水産試験場では、今年も施設
を開放し、楽しいイベントを開催し
ます。ご家族でお出かけください。
●日時　８月 21 日（土）
　午前９時 30 分～午後３時
●場所　県内水面水産試験場
　　　　（「緑の村」となり）　
●内容　
　○試験研究内容の紹介
　○お楽しみお魚クイズ
　○ちびっ子魚つかみ大会（無料）
　　午前の部　11 時開始
　　（整理券は 10 時配付）
　　午後の部　13 時開始
　　（整理券は正午配付）
　○試食コーナー（無料）
　　アユ・ニジマスの塩焼き　
　○水産物・金魚などの販売（有料）
　（雨天時は、屋外でのイベントが
　中止になる予定）
●環境への配慮
　来場する人は、相乗りでお願いし
ます。
問県内水面試験場　　☎（65）2011

　８月と２月は北方領土
　返還運動全国強調月間

　北方領土の早期返還を求める一致
した国民世論は、粘り強い外交交渉
を後押しする最大の力です。戦後
65 年を過ぎ、今なお続く北方領土
問題の解決のためには、わたしたち
一人一人が、返還に向けた強い意志
を共有することが不可欠です。
問知事公室　県民広聴課
　☎     024（521）7013
　FAX  024（521）7934　

編
集
後
記

暮らしの情報広場

　  全国の入国管理局など
　  で働く入国警備官募集

　人事院および法務省では、全国の
地方入国管理局・同支局・同出張所
や各入国者収容所入国管理センター
で勤務する入国警備官を募集します。
　詳しくは、下記まで問い合わせて
ください。
●採用職種および採用予定人数
　入国警備官　50 人程度
●受験資格
　高等学校卒業程度の学力を有し、
昭和 62 年４月２日から平成５年４
月１日までに生まれた人。
●募集期間
　７月 20 日（火）から８月３日（火）
まで（当日消印有効）。ただし、イ
ンターネットでの申し込みは、７月
27 日（火）午後 5 時まで
問仙台入国管理局総務課
　☎　 022（256）6076
　FAX  022（298）9102

　 会津地域を守る消防職
　 員と救急救命士を募集

　会津若松地方広域市町村圏整備組
合では、来年採用予定の消防職員と
救急救命士を募集します。
　詳しくは下記まで問い合わせてく
ださい。
●採用職種および採用予定人数
　消防職員　　16 人程度
　救急救命士　若干名

　※消防署などで警防、予防、救急
などの業務に従事。男女とも原則と
して深夜業を含む交代制勤務です

（６カ月間の消防学校研修後、　各所
属に配属）。
●受験資格
　高等学校卒業程度の学力を有し、
昭和 58 年 4 月 2 日から平成５年 4
月 1 日までに生まれた人。身体基
準は身体強健な人。
　救急救命士については、昭和 58
年 4 月 2 日以降に生まれ、救急救
命士法による救急救命士の免許を取
得している人。
●受験申込受付期間
　７月14日（水）から8月13日（水）
まで（問い合わせは午前８時 30 分
から 17 時 15 分まで）
●１次試験日　９月 19 日（日）
問会津若松地方広域市町村圏整備組
合消防本部総務グループ
　☎ 0242（59）1400

　ひまわり植え付け作業
　の参加者を募集します

　会津レクリエーション公園では、
ひまわりの植え付け作業に参加して
くれる人を募集しています。自分た
ちで植えたひまわりが咲いたころ、
もう一度公園を訪れると楽しいです
よ。親子で、友だちと、ぜひ参加し
てください。
●日時　７月 24 日（土）
　午前 10 時から正午まで
●場所　会津レクリエーション公園
　（会津若松市湊町大字赤井地内）
●申し込み方法　電話、ファクスか

募　　集

Life Information

　猪苗代警察署管内の犯罪・交通事故
　発生状況（平成 22 年５月 31 日現在）

１　犯罪発生状況

◎侵入犯罪が増えています。しっかりと家の戸締
りをしてから出かけましょう。
◎万引きは立派な窃盗罪（10 年以下の懲役または
50 万円以下の罰金）です。犯罪をしない・させな
い環境を地域みんなで作っていきましょう。

◎自転車の酒酔い運転は禁止されています。
◎車に乗る時は、天候や路面状況に応じた運転を
心がけましょう。

２　交通事故状況

年別
町村別 平成 22 年 平成 21 年 増　減 増減率％

猪 苗 代 町 41 59 -18     -30.5
磐 　 梯 　 町 12 15 -3     -20.0
裏 　 磐 　 梯 4 11 -7     -63.6

　　　計 57 85 -28     -32.9

町村別
罪種別

猪苗代町 磐梯町 裏磐梯
22 年 21 年 22 年 21 年 22 年 21 年

窃盗犯計 33 50 10 14 4 10
空き巣
金庫破り 1
事務所荒らし
出店荒らし 2 2
倉庫荒らし 1
侵入盗その他 1 1 1
置引き 1
車上ねらい 1 4 1
部品ねらい 1
脱衣場ねらい 2 9
自販機ねらい 1 1 1
万引き 8 3
職場ねらい 2 1 1
さい銭盗 1
畑荒らし 1
スキー・
スノーボード盗 4 6 7 10 2 5
非侵入盗その他 11 12 1 2
自動車盗 1 3
オートバイ盗 2
自転車盗 1 4 1
その他の
乗り物盗
暴行・傷害 1 1
詐欺・横領 2

遺失物等横領 1 1
器物損壊 3 3 1 1

その他の刑法犯 1 4 1 1
総　計 41 59 12 15 4 11
増　減 -18 -3 -7

死亡事故 0 1 0 0 0 0
増　　減 -1 0 0
人身事故 44 41 10 8 3 6
増　　減 3 2 -3

▼
サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
南
ア
フ
リ

カ
大
会
、
日
本
は
パ
ラ
グ
ア

イ
に
敗
れ
ま
し
た
。
史
上
初

の
ベ
ス
ト
８
に
進
め
ず
非
常

に
残
念
で
し
た
が
、
日
本
の

サ
ッ
カ
ー
が
、
世
界
に
通
用

す
る
可
能
性
を
証
明
で
き
た

と
思
い
ま
す
。
▼
大
会
を
終

え
、
あ
る
選
手
が
こ
う
言
い

ま
し
た
。「
若
い
選
手
は
積

極
的
に
海
外
に
出
た
ほ
う
が

い
い
」。
レ
ベ
ル
の
高
い
環

境
の
中
に
身
を
置
く
こ
と
で

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
た
り
、

い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
積
ん
だ

り
し
た
ほ
う
が
い
い
と
い
う

意
味
で
し
ょ
う
が
、
わ
た
し

た
ち
も
一
緒
だ
な
と
思
い
ま

し
た
。
止
ま
る
こ
と
な
く
、

進
化
し
続
け
た
い
も
の
で
す
。

▼
来
年
の
７
月
24
日
、
テ
レ

ビ
の
地
上
ア
ナ
ロ
グ
放
送

が
終
了
し
ま
す
。
皆
さ
ん
地

デ
ジ
対
応
テ
レ
ビ
の
購
入
は

お
済
み
で
し
ょ
う
か
。
今
の

テ
レ
ビ
は
い
ろ
い
ろ
な
機
能

が
付
い
て
便
利
に
な
っ
た
の

で
す
が
、
薄
型
な
の
で
取
り

扱
い
注
意
、
画
面
は
触
る
な
、

物
は
置
く
な
と
繊
細
過
ぎ
る
。

「
映
り
が
悪
い
」
と
テ
レ
ビ

を
た
た
い
た
こ
ろ
が
懐
か
し

い
で
す（
大
坂
）

お知らせ

お悔やみ申し上げます
（ ５月 15 日～６月 14 日受付分※敬称略 ）

氏　　名 年齢 世帯主 行政区

鈴木　　孝 79 孝 扇田
渡部トモヨ 84 政衛 相名目

佐瀬　孝一 88 孝雄 新町ろ

豊田　啓次 92 孝昭 神明町

西脇　シツ 95 シツ 桜ケ丘
小檜山ハルエ 96 ハルエ 下館

佐藤トモ子 61 一郎 壺下
鈴木　茂八 79 実 小田
杉田　　隆 88 隆 桜ケ丘

大竹　ソノ 96 ソノ 名古屋町

一ノ瀬一美 63 一美 沼尻駅前

安田　一郎 65 一郎 翁島駅前

神　　恒吉 85 幹夫 樋ノ口

吉田ユキ子 84 ユキ子 新北町

清水喜美子 80 壮吉 白津
赤井　照子 84 義徳 川桁
穴澤エツ子 59 功 西久保

小檜山宣夫 82 宣夫 禰次
一ノ瀬美代志 90 美恵子 沼尻駅前

波田野三男 84 三男 白津

※広報に氏名の掲載を希望されな
い場合は、窓口に申し出ください。

平成 22 年６月 1 日現在の現住人口（前月比）
　　世帯数　　　  5,081 戸（－   5）
　　人　口　男　  7,541 人（－   5）
　　　　　　女　  8,226 人（－   8）
　　　　　　計　15,767 人（－ 13）
　　　
　　　出生　13 人　　転入　 29 人
　　　死亡　19 人　　転出　 36 人

町の人口

   今月の納期
（納期限８月２日）

●固定資産税    2 期分

●国民健康保険税 1 期分

●介護保険料    1 期分

●上下水道使用料７月分

　 善意をありがとう
○社会福祉事業協力金として
　猪苗代町樋ノ口カラオケ愛唄会
　磯川猪

い の

四
し

郎
ろ う

会長　  25,000 円
○社会福祉事業協力金として
　猪苗代町華歌会
　安部弘

ひ ろ

子
こ

会主　　  50,000 円
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【材料】４人分
ナス 2 本・トマト 1 個・キャベツの葉 ８枚・玉ネギ  1/2 個・
モヤシ１袋・水 120㍉㍑
Ａ（酢 大さじ 3・ 砂糖 大さじ 1・グレープフルーツ 1/2 個

・大根おろし 120㌘・しょうゆ 大さじ 1）
【作り方】

① 野菜をそれぞれ食べやすい大きさに切る。
② ①を並べたフライパンに水を入れ、火にかける。
　 ふたをして５分程度蒸し煮にする。
③ 野菜に火が通ったら、皿に盛りつけＡをかければ出来
　 上がり。

【一人当たりの栄養量】　エネルギー 182㌔㌍、タンパク質
8.7㌘、脂質 9.7㌘、カルシウム 197㍉㌘、鉄 1.1㍉㌘、食
物繊維 4.6㌘、塩分 0.9㌘

夏野菜のグレープフルーツがけ
（夏の献立）

■一口メモ■
　旬の野菜を蒸し煮にするだけの簡単料理です。ビタミンやミネラルをたくさん取ることができる、
　夏バテ防止メニューです。

食生活改善推進員コーナー ～旬の野菜でカンタン料理～　　№１５８

造形
「すてきなおひめさま」

　色セロハンを使って、お
ひめさまを作りました。王
冠の部分が難しかったけど、
頑張りました。リボンを
いっぱいつけて、かわいく
できました。 本多　悠

ゆ う

さん（１年）

造形「さわりごこちが
かわったよ」（共同制作）

　みんなが自分の役割を果
たして、ニコッとした笑顔
を作りました。ケーキを作
る予定でしたが、粘土の感
触を楽しんでいるうちに人
の顔になりました。

２年生の制作グループ（左から）
吉田直

な お

大
ひ ろ

さん、大原慶
よ し

之
ゆ き

さん、
鈴木夏

な つ

樹
き

さん、鈴木宏
ひ ろ

忠
た だ

さん

みんなの美術館
７月は長瀬小学校のお友達の作品ですOur  Museum

ちぎったロールペーパーに水と洗濯の
りを加えた、手作りパルプ粘土です


